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研究成果の概要（和文）：　遺伝的にがん抑制遺伝子APCが失活している「家族性大腸腺腫症」の未発症変異保
有者に対する先制医療研究として、MEK阻害剤トラメチニブを軸とした、発がん抑制に重要ながん抑制遺伝子で
あるRBの活性化作用を有する食品成分との併用、すなわち「がん予防カクテル」による予防戦略を考えた。
　文献調査で選定した食品成分をAPC遺伝子に変異を有するヒト大腸がん細胞株に投与し、トラメチニブとの組
み合わせによる相乗効果について検証を行った。その結果、併用時に細胞周期停止増強効果、細胞死誘導増強効
果を示す複数の化合物を見出した。これらの併用効果において重要な働きを有する分子の探索を行い、複数の候
補分子を見出した。

研究成果の概要（英文）： There is no effective chemoprevention for non-progressors with germline 
mutation of APC causing familial adenomatous polyposis (FAP).  As a chemopreventive strategy against
 FAP, we considered that combining the MEK inhibitor trametinib with food factors activating RB 
protein is a promising strategy, because trametinib had been shown to be effective in a FAP mouse 
model.
 We selected many food factors with RB activating ability from published information, and examined 
whether the combination of these food factors with trametinib could show the synergistic effects in 
human colon cancer cell lines with mutation in the APC gene.  As a result, we found several food 
factors could enhance the effect of trametinib by inducing G1-phase cell cycle arrest through 
suppressing CDK activities or apoptosis via ROS pathway.  We are preparing papers about the data 
above.

研究分野：衛生学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
　近年、個別に疾患のリスクを遺伝子診断し、個々が発症する前に予防介入を行う先制医療が重要であることが
叫ばれ始めている。本研究課題では遺伝的にがん抑制遺伝子が失活している家族性大腸腺腫症の保因者に対する
先制医療研究として開始した。
　検証の結果、MEK阻害剤トラメチニブと併用することで細胞周期停止増強効果、細胞死誘導増強効果を有する
複数の化合物を見出し、その機序の一部を明らかにした。得られた知見を基に「がん予防カクテル」の創製を目
指し、発がんリスクの高い家族性大腸腺腫症やリ・フラウメニ症候群の「がん予防カクテル」による予防法を確
立させたい。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 

近年、個別に疾患のリスクを遺伝子診断し、個々が発症する前に予防介入を行う「先制医療」

が、国策としても極めて重要であることが叫ばれ始めた。研究代表者らは、約 25年も前から、

がんのハイリスク集団に対するテーラーメイド予防研究を行ってきた。本研究課題では、「家族

性大腸腺腫症」と「リ・フラウメニ症候群」の未発症変異保有者の発がんリスクの軽減を目標に、

今までの実績を基に、その集大成として、実際にがんの先制医療を可能とする基礎的研究を完成

させたい。家族性大腸腺腫症患者に対する標準的ながん予防法は、著しい QOLの低下を伴う大

腸全摘出手術であり、そのため画期的ながん予防薬が待ち望まれている。また、リ・フラウメニ

症候群の患者は小児期から成人にかけて多様な悪性腫瘍を発症するリスクがあるが、予防法と

しては定期的な診断による早期発見のみであり、予防薬は存在しない。 

 

２．研究の目的 

本研究課題では、遺伝的にがん抑制遺伝子 APCが変異していることにより大腸にポリープが

多発し、若年にて高い確率で大腸がんを発症する「家族性大腸腺腫症」と、遺伝的に若年性かつ

多発性にがんを発症する、がん抑制遺伝子 p53に異常を有する「リ・フラウメニ症候群」の未発

症変異保有者の発がんリスクの軽減を目標とした基礎的研究を行う。がんのハイリスク集団に

対するテーラーメイド予防研究を行ってきた今までの実績を基に、その集大成として、実際にが

んの先制医療を可能とする「がん予防カクテル」開発につながる知見を得ることを目的とする。 

 

３．研究の方法 

まず、発がん抑制に重要であるがん抑制遺伝子 RBに着目し、文献調査による RB活性化作用、

抗炎症作用を持つ食品成分および化合物の探索を行った。文献調査の結果選定した「がん予防カ

クテル候補成分」について、遺伝的にがん抑制遺伝子 APCに変異を有するヒト大腸がん細胞株

SW480に対する増殖抑制効果を検証した。次に、SW480に対する増殖抑制効果が見られた化合

物とトラメチニブとの併用効果について細胞増殖抑制試験を用いて検証した。トラメチニブは、

がん細胞の異常増殖に寄与するMEKの機能を阻害することで、がん細胞内の増殖シグナルを強

力に抑制することができる画期的分子標的薬であり、本研究課題の研究代表者が製薬企業との

共同研究により見出し、上市に至った薬剤である。トラメチニブ単剤投与に対し、上記「がん予

防カクテル候補成分」とトラメチニブとの組み合わせによる相乗効果についてフローサイトメ

トリーによる細胞周期解析を行い、細胞周期停止及び細胞死に及ぼす影響を検証した。ウェスタ

ンブロット法を用いて細胞周期停止誘導及び細胞死に関連するタンパク質の発現について検証

を行った。 

 

４．研究成果 

 

文献調査の結果得られた『がん

予防カクテル』の候補化合物か

ら、遺伝的にがん抑制遺伝子 APC

に変異を有するヒト大腸がん細

胞株 SW480 に対する細胞増殖抑



制効果を示した化合物を選抜した。これらの候補化合物を「がん予防カクテル候補成分」として

MEK 阻害剤トラメチニブとの併用試験を行った。その結果、複数の化合物でトラメチニブとの

相乗的な併用効果を持つ化合物を見出した（図 1）。 

さらに、フローサイトメトリーを

用いた細胞周期解析の結果、候補化

合物 Xではトラメチニブとの併用で

G1期停止が誘導されること、候補化

合物 Y では細胞周期停止は見られ

ず、細胞死が誘導されることが確認

できた（図 2）。トラメチニブと候補

化合物 Xの併用により認められる細

胞周期停止増強効果の機序について

ウェスタンブロット法による解析を

進めた結果、細胞周期の進行に関連

する CDK2や cyclin D1の発現低下が見ら

れた。加えて RB タンパク質の脱リン酸

化、すなわち活性化も併用によって誘導

されていた（図 3）。また、トラメチニブ

と候補化合物 Y との併用による細胞死増

強効果に関して、カスパーゼ阻害剤や活

性酸素種阻害剤を用いた検証を行った。

その結果、この細胞死は活性酸素種の蓄

積によるものであり、一部はカスパーゼ

依存性の細胞死であることが示唆された

（図 4）。SW480 以外の APC遺伝子に変

異を有する複数のヒト大腸がん細胞株

（LoVo, HCT15, SKCO1）に関してもトラメチニブとの併用で候補化合物 X,Yともに細胞増殖抑

制を増強させることを示した（図 5）。 

また、RBタンパク質を活性化させる

食品成分を網羅的に探索し、オースト

ラリアの原住民アボリジナルが食して

きたカカドゥプラムジュースとザクロ

ジュースが、強力に RBタンパク質を活

性化させることにより細胞周期を G1

期で停止させ、ヒト大腸がん細胞の増

殖を抑制することを見出した。これら

カカドゥプラムとザクロは抗炎症能と

抗酸化能を同時に有していることも明

らかにした。さらに、カカドゥプラムジ

ュース単独、またはカカドゥプラムジ

ュースとザクロジュースと植物性乳酸菌のラブレ菌をミックスしたジュースの双方が、ラット

の大腸がんの前がん病変の発生を著明に抑制した。このデータは国際誌に報告済みである



（Masuda M, et al. Environ Health Prev Med. 2023;28:54.）。今後は、このカカドゥプラム、ザクロ、

乳酸菌のミックスドリンクを『がん予防カクテル』の実際に用いたい。 

また今後は、家族性大腸腺腫症モデルマウスである APCMin/+マウスを用いて候補化合物とトラ

メチニブとの併用による大腸腫瘍の発生抑制効果を検討する。さらに、正常細胞との比較試験に

よるがん細胞特異的作用も検証する。 

今回得られた知見を踏まえて、遺伝的にがん抑制遺伝子 p53が失活している「リ・フラウメニ

症候群」の未発症変異保有者に対する先制医療研究として、p53失活がん細胞を用いて、p53の

機能を代償する遺伝子群の発現を上昇させる新規の『がん予防カクテル』となり得る食品成分の

組み合わせを探索する。経口摂取可能な HDAC 特異的阻害剤であるボリノスタットに加えて、

上述のスクリーニングにより得られた『がん予防カクテル』との併用を検証する。得られた候補

カクテルに関しては、正常細胞との比較試験によるがん細胞特異的作用で検証する。並行して経

口摂取可能な新規の HDAC特異的阻害剤の創製研究も継続して行う。 
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J Med Chem. 5844-5862

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Mellini P, Itoh Y, Elboray EE, Tsumoto H, Li Y, Suzuki M, Takahashi Y, Tojo T, Kurohara T,
Miyake Y, Miura Y, Kitao Y, Kotoku M, Iida T, Suzuki T.
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 １．著者名

10.1016/j.bbrc.2019.03.038

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Mutations in the RAS pathway as potential precision medicine targets in treatment of
rhabdomyosarcoma.

Biochem Biophys Res Commun. 524-530

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Nakagawa N, Kikuchi K, Yagyu S, Miyachi M, Iehara T, Tajiri T, Sakai T, Hosoi H. 512
 １．著者名

10.1159/000500226

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ５．発行年 ２．論文標題
Utility of mesalazine in familial adenomatous polyposis: clinical report of reduction of polyp
size in patients with ulcerative colitis, and safety examination in familial adenomatous
polyposis patients.

Pharmacology 51-56

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Ishikawa H, Mutoh M, Abe T, Nakajima T, Takeuchi Y, Ezoe Y, Wakabayashi K, Doyama H, Sakai T. 104
 １．著者名



2019年

2020年

2020年

2020年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.1021/jacs.9b08698

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Metabolic-pathway-oriented screening targeting S-adenosyl-l-methionine reveals the epigenetic
remodeling activities of naturally occurring catechols.

J Am Chem Soc. 21-26

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Ogihara S, Komatsu T, Itoh Y, Miyake Y, Suzuki T, Yanagi K, Kimura Y, Ueno T, Hanaoka K, Kojima
H, Okabe T, Nagano T, Urano Y.

8
 １．著者名

10.1038/s41375-019-0614-6

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
LSD1-mediated repression of GFI1 super-enhancer plays an essential role in erythroleukemia.

Leukemia 746-758

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Tatsumi G, Kawahara M, Yamamoto R, Hishizawa M, Kito K, Suzuki T, Takaori-Kondo A, Andoh A. 34
 １．著者名

10.1016/j.bioorg.2019.103403

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Discovery of gamma-mangostin from Garcinia mangostana as a potent and selective natural SIRT2
inhibitor

Bioorg Chem. 103403-103403

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 該当する

 ４．巻
Yeong KY, Khaw KY, Takahashi Y, Itoh Y, Murugaiyah V, Suzuki T. 94
 １．著者名

10.1038/s41386-019-0503-8

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Early sirtuin 2 inhibition prevents age-related cognitive decline in a senescence-accelerated
mouse model.

Neuropsychopharmacology 347-357

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Diaz-Perdigon T, Belloch FB, Ricobaraza A, Elboray EE, Suzuki T, Tordera RM, Puerta E. 45
 １．著者名



2019年

2024年

2023年

2023年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

10.1021/acs.jmedchem.3c01095

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Discovery of selective histone deacetylase 1 and 2 inhibitors: screening of a focused library
constructed by click chemistry, kinetic binding analysis, and biological evaluation

J Med Chem 15171~15188

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Itoh Y, Zhan P, Tojo T, Jaikhan P, Ota Y, Suzuki M, Li Y, Hui Z, Moriyama Y, Takada Y,
Yamashita Y, Oba M, Uchida S, Masuda M, Ito S, Sowa Y, Sakai T, Suzuki T
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 １．著者名

10.1158/1535-7163.MCT-23-0138

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Effects of combined therapeutic targeting of AXL and ATR on pleural mesothelioma cells

Mol Cancer Ther 212-222

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Hirai S, Yamada T, Katayama Y, Ishida M, Kawachi H, Matsui Y, Nakamura R, Morimoto K, Horinaka
M, Sakai T, Sekido Y, Tokuda S, Takayama K

23
 １．著者名

10.1016/j.bmc.2024.117632

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Design, synthesis, and biological evaluation of phenylcyclopropylamine-entinostat conjugates
that selectively target cancer cells

Bioorg Med Chem 117632

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） 該当する

 ４．巻
Ota Y, Itoh Y, Takada Y, Yamashita Y, Hu C, Horinaka M, Sowa Y, Masuda M, Sakai T, Suzuki T 100
 １．著者名

10.3390/ijms21010038

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Possible contribution of inflammation-associated hypoxia to increased K2P5.1 K+ channel
expression in CD4+ T cells of the mouse model for inflammatory bowel disease.

Int J Mol Sci. 38-38

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Endo K, Kito H, Tanaka R, Kajikuri J, Tanaka S, Elboray Elghareeb E., Suzuki T, Ohya S. 21
 １．著者名



2023年

2023年

2023年

2020年

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

10.3390/cancers12040827

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
xCT Inhibition Increases Sensitivity to Vorinostat in a ROS-Dependent Manner

Cancers 827～827

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Miyamoto K, Watanabe M, Boku S, Sukeno M, Morita Mie、Kondo H, Sakaguchi K, Taguchi T, Sakai T 12
 １．著者名

10.1038/s41598-023-39093-7

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Identification of c-Met as a novel target of γ-glutamylcyclotransferase

Sci Rep 11922

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Saito Y, Taniguchi K, Ii H, Horinaka M, Kageyama S, Nakata S, Ukimura O, Sakai T 13
 １．著者名

10.1039/d3ob00655g

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Development of an activity-based chemiluminogenic probe for γ-glutamylcyclotransferase

Org Biomol Chem 5977-5984

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスとしている（また、その予定である） －

 ４．巻
Nohara Y, Taniguchi K, Ii H, Masuda S, Kawakami H, Matsumoto M, Hattori Y, Kageyama S, Sakai T,
Nakata S, Yoshiya T

21
 １．著者名

10.1265/ehpm.23-00160

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
Discovery of cancer-preventive juices reactivating RB functions

Environ Health Prev Med 54-54

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Masuda M, Horinaka M, Yasuda S, Morita M, Nishimoto E, Ishikawa H, Mutoh M, Sakai T 28
 １．著者名



2022年

2021年

〔学会発表〕　計56件（うち招待講演　0件／うち国際学会　0件）

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第26回日本がん分子標的治療学会学術集会

第26回日本がん分子標的治療学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

片山勇輝, 谷村恵子, 森本健司, 堀中真野, 酒井敏行, 山田忠明

谷村恵子, 堀中真野, 米田和恵, 矢野聖二, 酒井敏行, 山田忠明

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

ALK融合遺伝子陽性肺がんにおけるEGFRシグナル活性化を介したLorlatinibの初期治療抵抗性機構の解明

ALK融合遺伝子陽性肺がんにおけるJNK/c-Jun経路活性化を介したALK阻害薬抵抗性機構の解明

10.1093/jb/mvab116

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
DA-Raf and the MEK inhibitor trametinib reverse skeletal myocyte differentiation inhibition or
muscle atrophy caused by myostatin and GDF11 through the non-Smad Ras?ERK pathway

The Journal of Biochemistry 109～122

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

オープンアクセスではない、又はオープンアクセスが困難 －

 ４．巻
Masuzawa R, Takahashi K, Takano K, Nishino I, Sakai T, Endo T. 171
 １．著者名

10.1111/ped.15159

 ３．雑誌名  ６．最初と最後の頁

有

 オープンアクセス  国際共著

 ２．論文標題  ５．発行年
The histone deacetylase inhibitor OBP‐801 has in vitro/in vivo anti‐neuroblastoma activity

Pediatr Int e15159

 掲載論文のDOI（デジタルオブジェクト識別子）  査読の有無

 ４．巻
Kaneda D, Iehara T, Kikuchi K, Sugimoto Y, Nakagawa N, Yagyu S, Miyachi M, Konishi E, Sakai T,
Hosoi H.

64
 １．著者名



2022年

2022年

2022年

2022年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

がん予防学術大会2022

がん予防学術大会2022

がん予防学術大会2022

がん予防学術大会2022

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

安田周祐, 堀中真野, 飯泉陽介, 後居和佳奈, 助野真美子, 酒井敏行

今井綾香, 堀中真野, 青野裕一, 飯泉陽介, 高倉秀樹, 小野寿子, 谷口恵香, 安田周祐, 西幹栄美, 石川秀樹, 武藤倫弘, 酒井敏行

谷口恵香, 影山進, 茂山千愛美, 安藤翔太, 飯居宏美, 芦原英司, 堀中真野, 酒井敏行, 窪田成寿, 河内明宏, 中田晋

増田光治, 堀中真野, 安田周祐, 森田美枝, 西幹栄美, 石川秀樹, 武藤倫弘, 酒井敏行

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

新規がん予防標的GGCTは、がん細胞にHIF-1α発現を誘導して好気的解糖を促進する

RB活性化果実飲料の発見

 １．発表者名

延命草成分オリドニンはp38とNF-κBを介して老化関連分泌現象を阻害する

サリチル酸はヒト大腸がん細胞のRPS3に結合し、CDK4発現抑制と細胞周期のG1期停止を誘導する



2022年

2022年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第81回日本癌学会学術総会

第81回日本癌学会学術総会

第25回日本がん分子標的治療学会学術集会

第25回日本がん分子標的治療学会学術集会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

 １．発表者名

片山勇輝, 谷村恵子, 森本健司, 堀中真野, 酒井敏行, 小笹裕晃, 山田忠明

黒田純也, 塚本拓, 堀中真野, 酒井敏行

片山勇輝, 西岡直哉, 大倉直子, 森本健司, 谷村恵子, 堀中真野, 酒井敏行, 矢野聖二, 山田忠明

渡邉元樹, 朴将源, 酒井敏行

 ４．発表年

ALK融合遺伝子陽性肺がんにおけるEGFRシグナル活性化を介したロルラチニブ初期治療抵抗性の解明とその克服

多発性骨髄腫に対するRSK2、AKT二重阻害療法開発の理論的基盤

EGFR-T790M変異陽性肺がんの生物学的特徴に関する基礎的検討

シスチン・グルタミン酸トランスポーターxCTの阻害はROS依存的にvorinostatの感受性を増強する

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年



2021年

2021年

2021年

2022年

 ２．発表標題

第80回日本癌学会学術総会

第80回日本癌学会学術総会

第21回分子予防環境医学研究会大会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

第80回日本癌学会学術総会

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

酒井敏行

アカデミア発新薬の上市を目指した企業への導出の実際

ALK肺癌におけるALKとHER3の共阻害による新たな治療戦略

PIK3CA変異大腸癌細胞においてグルタミン代謝阻害がアスピリンに対する感受性を促進する

延命草成分オリドニンはp38とNF-κBを介して老化関連分泌現象を阻害する

谷村恵子, 山田忠明, 米田和恵, 堀中真野, 酒井敏行, 上原久典, 矢野聖二, 片山量平

朴将源,　渡邉元樹, 飯塚まひろ, 曽和義広, 増田光治, 飯泉陽介, 成田匠, 佐竹悠良, 酒井敏行, 武藤倫弘

安田周祐, 堀中真野, 飯泉陽介, 後居和佳奈, 助野真美子, 酒井敏行



2020年

2020年

2020年

2020年

第24回日本がん分子標的治療学会学術集会

第24回日本がん分子標的治療学会学術集会

第24回日本がん分子標的治療学会学術集会

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ２．発表標題

 ２．発表標題

渡邉元樹, 酒井敏行

谷村恵子, 山田忠明, 岡田康太郎, 米田和恵, 堀中真野, 酒井敏行, 矢野聖二, 片山量平

大倉直子, 西岡直哉, 谷村恵子, 矢野聖二, 小崎龍平, 堀中真野, 酒井敏行, 山田忠明

谷村恵子, 米田和恵, 矢野聖二, 堀中真野, 酒井敏行, 片山量平, 山田忠明

第79回日本癌学会学術総会

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

 ４．発表年

 １．発表者名

EGFR遺伝子変異陽性肺がんの初期治療抵抗性に対する新規AXL阻害薬ONO-7475の効果

HER3 is a potent therapeutic target for prevention of tolerant cells to ALK inhibitors in ALK-rearranged cancer．

延命草の苦味成分rabdosianone Ⅰはミトコンドリア内膜タンパク質ANT2とPHB2に直接結合し、thymidylate synthaseの発現を抑制する

ALK融合遺伝子陽性肺がんの初期治療抵抗性機構の解明とその克服法の開発

 １．発表者名



2020年

2020年

2020年

2020年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ３．学会等名

 ３．学会等名

 ３．学会等名

第79回日本癌学会学術総会

第79回日本癌学会学術総会

第65回日本人類遺伝学会大会

楳村史織, 曽和義広, 飯泉陽介, 酒井敏行

渡邉元樹, 宮本景子, 朴将源, 阪口晃一, 田口哲也, 曽和義広, 飯泉陽介, 増田光治, 成田匠, 鱧屋隆博, 酒井敏行, 武藤倫弘

 ３．学会等名
第79回日本癌学会学術総会

 ２．発表標題

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 ４．発表年

 １．発表者名

 １．発表者名

Synergistic effect of the inhibitors of RAF/MEK and AXL on KRAS-mutated ovarian cancer cells with high AXL expression．

xCT inhibition increases sensitivity to vorinostat in a ROS-dependent manner.

ONO-7475, a novel AXL inhibitor, suppresses the adaptive resistance to initial EGFR-TKI treatment in EGFR-mutated NSCLC.

BRCAness誘導分子の探索

 １．発表者名

 １．発表者名

大倉直子, 谷口寛和, 谷村恵子, 堀中真野, 酒井敏行, 田中昴平, 小崎龍平, 矢野聖二, 山田忠明

小野寿子, 堀中真野, 酒井敏行



2021年

2021年

2021年

2021年

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題

 ２．発表標題
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